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平成23年度第4回大阪府河川整備委員会　議事概要
日　時
：平成２3年9月13日（火）18:30～21:15
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀委員長、石田委員、下村委員、田中丸委員、中谷委員、野呂委員、福田委員、
道奥委員　計８名（欠席：多々納委員、中嶋委員）
結　論

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 安威川ダム事業の検証について
〔堤体損傷のリスク〕
○地震応答解析における地震時の堤体の水平最大加速度分布と与条件の関係がわかりにくいので修正すること。
○仮に超巨大地震が発生した場合の動的解析結果としては妥当と判断できるが、全ての想定外の外力に対してこれで良いという判断にはならない。
〇超過洪水によるリスクについて、ダム流入量=ダム放流量となった場合、下流でのどのような対策を考えているのか
●緊急放流する場合の情報提供システムの整備と併せ、下流自治体と連携した連絡体制の構築を考えている。
○危機管理面での検討結果として、貯留型・流水型でのリスクに大きな差は無いということを確認した。
〔総合評価〕
○貯留型とした場合湛水域が広がりダム上流の渓流環境が消失することから、流水型ダムに変更することにより、自然環境面においては現計画より改善されるメリットがある。
○安威川は従来から瀬切れしており、それが河川特性であり、生物も対応していると考えられる。従って、あえて流量を確保する必要はない。また、土砂供給の面で現計画にあるフラッシュ放流による土砂還元については効果がわからないため、土砂バイパス等で供給するなど他の仕組みが必要ではないか。
○ダムがないときの流況は、安威川本来の自然な流況とのご指摘もあるが、農業利水による取水があるため、既に人為的な影響を受けた流況ともいえる。このため、正常流量の確保によって、取水の影響をある程度緩和し、流況を改善する効果が期待できるのではないか。
○安威川ダム周辺整備基本方針策定にあたって、地元も入っているのか。水面景観の価値も検討する必要があると思う。
●策定は府・茨木市であるが、審議の過程で逐次地元にも情報提供し、それを案に反映している。
○これまでの審議で、地震等危機管理によるリスクはあまり有意な差がないこと、環境面では流水型にメリットがあることが確認されたが、変更に要する期間は無視できないもの。その間のリスクへの対応を考慮すると流水型を選択するだけの合理性が必要。
○現計画を変更する場合の関係者協議等の目に見えない部分の影響が大きいと考えられることからも現計画で進めることが妥当と判断する。
○自然環境については、事業による影響の軽減策の検討と対策による二次的自然環境の回復・復元等の経過についてのモニタリングが重要。
○府内各河川とのバランスからみて、ダムによる治水安全度および正常流量等確保について、安威川ですぐに事業を展開していく必要があるか。
●安威川では下流の膨大な資産を守る観点より早急に事業を進める必要がある。
○各評価軸から見た場合、コストは現計画および縮小案が若干有利、実現性については、縮小案・流水型案ともに工程遅れ・関係者協議の課題あり、環境面では流水型がダム上流域や土砂供給の面から有利である。なお、貯留する場合は、現計画案が下流へのミチゲーションの可能性から縮小案よりは若干有利。
これらから、委員会としての意見は、現段階で流水型に変更するだけの著しく大きな理由はない。ただし、水を貯めることによる自然環境への影響を低減することを補足意見としたい。
○現計画を妥当とすることは全会一致でなく多数意見としていただきたい。
○本委員会では、ダム検証に当たって、治水機能の確保、流水の正常な機能の維持という事業目的に対する代替案の検討にとどまらず、水を貯留することによるリスクや治水ダムに水を貯め補給機能を持たせることの意味にまで踏み込み、流水型ダムをも比較対象として慎重に検証を行った。その結果、「現計画を現段階で流水型ダムへ変更するほどの合理性はないとするのが意見の大勢であることから、安威川ダムは現計画が妥当と判断する。ただし、ダム建設が自然環境に与える影響を考慮すると、時間的・資金的負担をかけても流水型の可能性を追求すべきという少数意見もあることから、自然環境への影響を軽減するための検討を、引き続き十分に進めるべきである。」という委員会意見とさせていただく。
●知事から依頼の「水を常時貯めておくことのリスク」と「正常流量の必要性」については、委員会意見を知事に報告するとともに、自然環境への影響の低減についても、安威川ダム自然環境保全対策検討委員会等にも協力いただき検討する。
さらに、「ダム検証」についても本委員会での審議結果を踏まえ現計画で了承することとして次の手続きに進める。
(2) 一級河川寝屋川流域の治水目標の設定等について
（今回審議できなかったため、次回審議予定）
安威川ダム事業の検証について


　委員会意見として以下を取りまとめた。


現計画を現段階において流水型ダムへ変更するほどの合理性はないとするのが意見の大勢であることから、安威川ダムは現計画が妥当と判断する。


ただし、ダム建設が自然環境に与える影響を考慮すると、時間的・資金的負担をかけても流水型の可能性を追求すべきという意見もあることから、自然環境への影響を軽減するための検討を、引き続き十分に進めること。








